
Ⅰ．はじめに

　循環型資源である木材の利用推進や間伐材の利用促進に加え，

環境や自然景観へ配慮した公共土木事業の推進により，林業分野

における土木用木製構造物の設置件数は年々増加傾向にある。

　しかし，林業以外の公共工事においては，林業関係者が期待す

るような木材利用は進展していない現状である。

　その主な理由として，設計者を始め多くの関係者がこれら屋外

で使用される木材の耐久性や安全性に不安を持っており，高い強

度性能を必要とする永久的構造物に使用しづらいことがあげられ

る。

　木材の耐久性は，使用される地域の気候や使用箇所の環境に

よって異なることが知られており（8），いくつかの試験結果（4，

9，10，11）と調査結果（1，5，7）が報告されている。しかし，

大分県の土木用木製構造物の大半に使用されるスギ材について，

大分県内での耐久性試験の報告はない。

　そこで，一般的な防腐処理材とこれまで関係者の間で防腐効果

があると言われていた燻煙処理及び湯がき処理材について，大分

県におけるスギ小径材の耐久性試験を行ったので報告する。

Ⅱ．試験方法

　暴露試験の処理区分は，CUAZ，AAC，クレオソートどぶ漬け

270

Kyushu J. For. Res. No. 56　2003. 3

　大分県におけるスギ小径丸太の耐久性試験結果＊１

津島俊治＊２　・　河津　渉＊２　・　城井秀幸＊２　・　増田隆哉＊３

　＊１　Tsushima, S., Kawazu, W., Kii, H. and Masuda, T. : Effect of endurance test on Sugi small logs in Oita Prefecture
　＊２　大分県林業試験場　Oita Pref. Forest Exp. Stn., Hita, Oita 877-1363　
　＊３　元大分県林業試験場　Oita Pref. Forest Exp. Stn., Hita, Oita 877-1363

キーワード：耐久性，ピロディン，湯がき，燻煙，防腐処理

速　報

図－１．暴露試験の概要と木杭の配置図

表－１．供試材の設置本数及び諸性能
平均ピロディン
貫入深さ

平均動的
ヤング係数 

平均比重平均重量
本　　数処理区分杭種類区　分

（mm）（GPa）（kg）
１８．０７．６７０．５５８．０９林内・林外各１０本タナリス

長杭２００㎝暴露試験

１８．０８．３３０．６０８．１５〃レザック
１７．０９．３５０．５４７．１９〃クレオソート
１７．２８．４９０．３９５．６１〃燻煙
１８．３８．４９０．５３７．５６〃湯がき
１８．３８．５６０．５５８．１９〃無処理
１９．７２．４１〃タナリス

短杭６０㎝

木杭試験

１８．３１．７５〃クレオソート
１４．５１．４５〃燻煙
１７．１２．３１〃湯がき
１８．４１．７２〃無処理
１７．２４．４９〃タナリス

長杭１２０㎝
２１．３３．４８〃クレオソート
１２．７３．４１〃燻煙
１９．４４．０８〃湯がき
１８．１３．８５〃無処理



処理，くん煙処理，湯がき処理，無処理の６区分とし，供試材は

下毛郡森林組合小径木加工所でポストピラー加工した直径９cm，

長さ２００cmのスギ小径木を用いた。供試材の重量，ピロディン貫

入深さ，動的ヤング係数を測定した後，日田市大字有田の大分県

林業試験場内の２８年生スギ林内（ha 当りの植栽本数３０００本）及

び隣接裸地に図－１のとおり，平成１２年３月９日に設置した。繰

返本数はいずれも１０本とした。

　一方，木杭試験の処理区分は，CUAZ，クレオソートどぶ漬け

処理，くん煙処理，湯がき処理，無処理の５区分とし，供試材は

直径９cm，長さ６０cmのスギ小径木及び直径９cm，長さ１２０cm

のスギ小径木を用い，同様に林内及び裸地に設置した。繰返本数

はいずれも１０本とした。

　平成１３年３月及び平成１４年３月に，虫害及び腐朽菌被害の状況

を観察するとともに，重量，動的ヤング係数，ピロディン貫入深

さを測定した。

Ⅲ．結果及び考察

　１．スギ小径木の性能

　各処理区分ごとのスギ小径丸太の重量，比重，動的ヤング係数，

ピロディン貫入深さの平均値を表－１に示す。また，暴露試験用

のスギ小径丸太のピロディン貫入深さと動的ヤング係数の出現頻

度を図－２及び図－３に示す。

　暴露試験用のスギ小径丸太のピロディン貫入深さは，平均で

１７．８mmであり，各処理区分間で差は認められなかった。同様に

動的ヤング係数は，平均で８．２GPa と比較的高い値を示した。ま

た，ピロディン貫入深さと動的ヤング係数の間には相関が認めら

れなかった。

　２．１年経過時の状況

　暴露試験では，腐朽菌及びシロアリの食害は確認されなかった。

また，設置時のピロディン貫入深さ及び動的ヤング係数に比較し，

１年経過後はそれぞれ４％，６％低下していた。
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表－２．２年経過後の拱試材の性能
ピロデン測定値（㎜）動的ヤング係数（Gpa）

処理条件環境区分
２年後１年後設置時２年後１年後設置時

１９．１１５．９１７．９６．９２７．２８７．６７ＣＵＡＺ

林内

暴露試験
長杭
２００cm

２１．２１４．４１７．０７．７０７．９２８．３８ＡＡＣ
１６．７１６．６１６．７９．２４９．１８９．４８クレオソート
３１．０１８．３１７．５６．３３７．５７８．２８燻煙
２７．１１６．９１８．５６．２０７．４７７．８６湯がき
２６．９１７．０１７．８６．８９７．６９８．０６無処理
１５．４１６．０１８．２７．７１７．３１７．６８ＣＵＡＺ

林外

２０．９１７．３１９．０７．２２７．６７８．２９ＡＡＣ
１８．９１４．４１７．３８．５１８．８８９．２２クレオソート
３２．２１６．８１６．８６．３２７．７２８．７１燻煙
３３．３１９．０１８．１６．０２８．３７９．１３湯がき
２４．６１７．７１８．７７．８２８．５２９．０６無処理
２１．５２１．５２１．８ＣＵＡＺ

林内

木杭試験
短杭
６０cm

３１．２２１．１１８．６クレオソート
３２．１２２．１１４．８燻煙
２９．４２０．６１６．７湯がき
２７．８２２．７１８．９無処理
２０．２１８．９１７．６ＣＵＡＺ

林外
２９．５２１．２１７．９クレオソート
３５．１２２．８１４．１燻煙
３６．４２５．９１７．４湯がき
２８．７２４．９１７．９無処理

図－３．スギ小径材のピロディン貫入深さの出現頻度

図－４．林内暴露試験材の動的ヤング係数

図－５．林外暴露試験材の動的ヤング係数

図－２．スギ小径材の動的ヤング係数の出現頻度



　木杭試験では，重量が１．３７倍，ピロディン貫入深さが１．２倍と

大きくなっていた。また，燻煙処理材にヤマトシロアリが，湯が

き処理材に腐朽菌によるキノコが確認された。

　３．２年経過時の状況

　暴露試験及び木杭試験の２年経過時の動的ヤング係数とピロ

デン貫入深さを表－２に示した。

　２年経過後の林内及び林外の暴露試験材の動的ヤング係数は，

図－４及び図－５に示すとおり，各処理区分とも低下傾向に

あった。低下率の高い順に，湯がき処理材が８．５０GPa から

６．１１GPaと７２％に，燻煙処理材が８．５０GPaから６．３３GPaと７５％に，

無処理材が８．５６GPa から７．３６GPa と８６％に，AAC処理材が

８．３４GPa から７．４６GPa と８９％に，クレオソート処理材が９．３５GPa

から８．８８GPa と９５％に，CUAZ処理材が７．６８GPa から７．３２GPa と

９５％になった。

　一方，ピロディン貫入深さ（Pdr）は，図－６及び図－７に示

すとおり，動的ヤング係数の低下率が高い湯がき処理材，燻煙

処理材，無処理材で著しく増加した。低下率の高い順に，燻煙

処理材が１７．２㎜から３１．６㎜と１８４％に，湯がき処理材が１８．３㎜か

ら３０．２㎜と１６５％に，無処理材が１８．３㎜から２５．８㎜と１４１％に，

AAC処理材が１８．０㎜から２１．１㎜と１１７％に，クレオソート処理材

が１７．０㎜から１７．８㎜と１０５％に，CUAZ処理材が１８．１㎜から１７．３

㎜と９６％になった。

　次に，木杭試験のピロディン貫入深さ（Pdr）は，図－８及び

図－９に示すとおり，燻煙処理材が１４．５㎜から３３．６㎜と２３２％に，

湯がき処理材が１７．１㎜から３２．９㎜と１９２％に，無処理材が１８．４㎜

から２８．３㎜と１５４％に，クレオソート処理材が１８．３㎜から３０．４㎜

と１６６％に，CUAZ処理材が１９．７㎜から２０．９㎜と１０６％になってお

り，いずれも増加した。

　各試験区ごとの腐朽菌及びシロアリ食痕の出現状況を表－３

に示した。

　暴露試験の林内及び林外の平均腐朽菌出現率は，CUAZ処理材
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図－６．林内暴露試験材のピロディン貫入深さ

図－７．林外暴露試験材のピロディン貫入深さ

図－８．林内木杭試験材のピロディン貫入深さ

図－９．林外木杭試験材のピロディン貫入深さ

表－３．腐朽菌及びシロアリ食痕の出現状況（％）
白アリ食痕の出現率腐朽菌の出現率処理方法場所区分

００ＣＵＡＺ

林内

暴露試験

０１０ＡＡＣ

０２０
クレオソート
塗布

０８０燻煙
０１００湯がき
０５０無処理
００ＣＵＡＺ

林外

０３０ＡＡＣ

０２０
クレオソート
塗布

０９０燻煙
０１００湯がき
０７０無処理
００ＣＵＡＺ

林内

杭試験

７０４０
クレオソート
塗布

８０１００燻煙
４０９０湯がき
９０１００無処理
００ＣＵＡＺ

林外
２０９０

クレオソート
塗布

７０９０燻煙
９０９０湯がき
１００５０無処理



が０％，AAC処理材が２０％，クレオソート処理材２０％が，湯がき

処理材１００％，燻煙処理材８５％，無処理材６０％であった。

　同様に，林内及び林外の杭試験の平均腐朽菌出現率は，CUAZ

処理材が０％，クレオソート処理材６５％が，湯がき処理材９０％，

燻煙処理材９０％，無処理材７５％であった。

　一方，シロアリによる食害は，暴露試験では認められず，木杭

試験でヤマトシロアリとその食害痕が確認された。１年経過後の

結果では，燻煙処理材だけが食害されていたが，２年経過後では

CUAZ処理材を除く全てが食害されていた。林内及び林外の平

均食痕出現率は，CUAZ処理材が０％，クレオソート処理材４５％

が，湯がき処理材６５％，燻煙処理材７５％，無処理材９５％であった。

　以上のように，林内及び林外における暴露試験と木杭試験の結

果，一般に使用されているCUAZ処理材及びAAC処理材は，無

処理材に比較し明らかに耐久性が高かった。また，クレオソート

どぶ漬け処理材は暴露試験では耐久性の向上が認められたが，木

杭試験では明らかな差は認められなかった。

　一方，木材関係者の間で耐久性が向上すると言われている燻煙

処理材及び湯がき処理材は，動的ヤング係数の低下率及びピロ

ディン貫入深さの増加率，腐朽菌及びシロアリ食痕の出現状況か

ら判断するとき，無処理材よりも耐久性が低下していた。

　含水率の高い木材を高温で処理すると，木材成分が加水分解し

て変化するため，シロアリの食害を受けやすくなることが報告さ

れている（2，3，6）。燻煙処理材が，１２０℃前後の高温で燻煙処

理したため，材成分が変化し，ヤマトシロアリに選択的に食害さ

れたと考えられた。

　また，湯がき処理材は，９０℃前後の温泉に浸すため，木材腐朽

菌の阻害物質を含む熱水可溶成分が溶け出し，無処理材より早期

に腐朽菌被害が生じたと考えられた。

Ⅳ．まとめ

　大分県におけるスギ小径丸太の耐久性試験において，２年経過

時の結果は，以下のとおりであった。

　（１）動的ヤング係数の低下率及びピロディン貫入深さの増加

率，腐朽菌及びシロアリ食痕の出現状況から，耐久性に対する処

理方法の差は認められたが，林内と林外の差は認められなかった。

　（２）木材関係者の間で耐久性が向上すると言われている燻煙

処理材及び湯がき処理材は，無処理材よりも耐久性が低いと考え

られた。
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